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融 雪 洪 水 に よ る 災 害 を 軽 減 す る た め の 重 要 な 課 題 は 、 流 出 ピ ー ク の 到 達 時 間 の 予 測

で あ る 。 従 来 も 今 も 雨 tjt水 に お け る 演 出 予 測 の た め に は 、 暗 格 的 数 理 モ デ ル が 数 多 く

研 究 開 発 さ れ て 、 実 用 に 供 さ れ 一 応 の 成 果 を あ げ て い る 。 し か し な が ら 、 年 差 の 大 き

い 融 雪 演 出 の 予 口 を 行 な う 汎 用 モ デ ル の 開 発 は か な り 遅 れ て い る 。 そ こ で ,災 害 科 学

と 言 え ど も 災 害 防 止 の 結 局 は 近 遺 で あ る 現 象 の 基 本 的 解 明 を 通 し て 、 汎 用 性 の あ る 現

象 論 的 な 融 雪 流 出 モ デ ル を 作 り 上 げ る こ と を 目 的 と す る 。

融 雪 流 出 ビ ー ク の 到 達 時 間 は 、 第 1図 に 示 す よ う に 、 積 雪 lm増 す 毎 に 15～ 4時

間 長 く な る 。 こ の 遅 れ 時 間 は ,年 差 の 大 き い こ と と 、 決 水 到 達 時 間 の 半 分 ま た は そ れ

以 上 を 占 め る こ と に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 融 雪 水 の 流 出 経 路 は ,第 2図 の 川 の 水 温 を

用 い た 流 出 成 分 の 分 菫 の 結 果 で 大 略 が 判 る .ピ ー ク 流 出 時 で さ え も ,地 表 演 出 は 20%

前 後 で ,地 中 流 tLが 卓 越 し て い る 。 水 温 に よ る 解 析 の 結 果 は ,1970年 頃 か ら 台 頭 し て

き た leり lett〈 1970)他 の 主 張 す る 表 層 流 出 域 は 川 近 傍 の 限 ら れ た 部 分 域 で あ る と す

る Variable sourse a「 ca仮 説 の 有 力 な 傍 証 〈 Hewlettょ り J Hyd「 。l。 8y編 集 者 へ の

手 紙 )と な っ た (第 3国 )。 融 雪 決 水 時 の 地 中 流 出 卓 越 は 、 川 水 の 比 電 導 度 の 観 溜 結

果 (第 4図 )に よ っ て も 裏 付 け さ れ た 。

融 雪 洪 水 時 に 地 中 流 出 が 卓 越 す る が 、 そ の 変 壺 l■ 緩 慢 で あ る 。 こ の た め 、 量 的 に 少

な い 表 層 流 出 が ビ ー ク 時 刻 を 左 右 す る 。 ま た 表 層 流 出 が 、 河 道 近 傍 の 現 象 と す れ ば 、

積 雪 量 と 融 雪 洪 水 の ビ ー ク 時 間 と の 相 関 の 良 い 対 応 (第 1図 )が 、 流 出 機 構 の 上 か ら

も 説 明 さ れ る こ と に な る 。 ま た ,流 出 途 上 の 融 雪 水 と 上 の 間 の 熱 及 び 化 学 物 質 の 交 換

機 構 の 差 異 を 解 析 す る こ と に よ つ て 、 従 来 仮 説 の 域 を 出 な か つ た 流 出 機 構 論 に 飛 躍 的

傍 証 を 提 供 す る も の と 考 え ら れ る (第 5図 )。
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